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家 海

畜平

登北第

道 録

伝成 海告 番

染 示 号道号

病年 第

が
次月 肥混

の 号 合
石と日 料

号

北

肥 海

料 道

取 告
平締 示
成法 第

十
三昭

年和 号

十

町

第 田山で

律 角栗ま

法

番字

第
）

号

前後

項
１

第
条

の

建覧仁

道縦由

海の道下

道す場

部供車

設に停間
別

整。更の

路る線変後

律
法

地 北
び敷

及
課

備前

畜

第 家種牛

の類
患患疑第

）
号

畜似
別１

疑畜第 の ・患条 畜

発 種肥り

の灰お

の
項

似

混。
た

し

類生

料

肥

合
り肥

入質 の土灰
苦石 料

防料

名
二年

月法

十律

八第

日

第
）

号

火

の
条

曜

規 定
規

定

らでらでよ

かまかまに
路

道
、
り

の
区
域

幌員

札幅

道の 海

の
次

を

事

業知

現道延

木海

土北

い国重

置
え
備堀長

に
所

発頭規
定

谷、

北発宗り
よ

に

生数
場
知猿路 の 道郡道 生 海

次
を

堀域

所村区

事払の

保アく

称散

生成の

発平

土

分リ苦

成カ性

証ル溶

量分

％
）

そ該

日

登
の
料
肥
の
次

、
り

よ
に

更
変

り
お

と

失
は
録

北

道し 海

、

路道

道

同
路 道

告

条
法
示 東

第 第

２
昭 三

和 川

項 線

也と区

、等複

て達道

由

の

示の間

告

北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成

常番

告 呂１

係２ 示 郡地

昭図週年 第 訓先

和面間 子ま

は、月

と

で

達

お 年

り 月 也
日変

平道路道区常番

１２３

の線の地
呂 成路路４
郡

類名域

訓 年種区先
子

の

規
の

他し
な の当

月河

のか
そ日

格

府図週

子係２

名訓関ら

た
し
効

灰は、

生石面間

成
平

。
年
月

の 号

場に
律 車定

法 停規
年 仁

名線よ
第
り

張の 第

供夕夕路 ）道 号

張
郡郡供

開仁仁を 第

由由用 条 用

府

町町開 １

年、一 号 町

縦 実律海の 字法北般日

建覧 郷第道
設に 号

路る 第道す ）部供
整。

川
府

項及 ２課 第備 条 後

町
） 実

道戸地 字

日道置敷

子か 郷

訓

ら 府間
前別
更の前

線変後

見
北

縦

株海の

業北般

工、一

産称社設に

会建覧

式道
整。

住常路る
道す

部供

呂
子及

訓課

郡備

光光す の 始
新新始 項

日

る 規
。 定

先先 区よ 地地

に 番番 の

道 間らで 海、 かま 北り

用成区 供平 事の

知路

道
堀域
を 開

のび
北 規海 定道

土 り らで幌 よ かま札 に
現 次木 、
の業 道所 路に の備

敷

え 供

地
の

海
北

員らで
かま 幅

道延

知
事

道

大海

町北 業府び

堀長

網

町

に
所
業

者現
木

地土

番走

所

道
海

北

え
備

六知

四

堀
事

次 始

の の

と 期 い を置 用

変

也り
お 日 達

重

。示 る告 す、 始て 開

の間

也と区
等複

達道
国

て

効成い

失平置
、 年

告 月

示 日

也
達



道
海

北

番字

告 １川

平 示 地口

成 第 先

十 か

三 ら番

年 号 天２

十 塩地

北 海

塩

平道路道区天

１２３

の線の郡

成路路

類名域塩

年種区天
字

月町

日道円ウ

道 公 報

更の 北

道しそ日 海

、のか 道

同関ら

路
告

条係２

法
示

第図週 第

２面間

昭
和
項は、

の、一 号

規北般

年

第

道路道区上３菊

１２３

川 路路地野

郡 の線の先
寒 類名域ら番

和 種区か

道三郡先

字川
地 町上
６

号

関ら成

のか平

そ日
の

係２
図週年

面間
は、月

、一
北般日

二 郡先

月 天ま

十 塩で

八 町

日

前後

火

曜

天シ

道山ブ

塩
停間

前別
更の前

線変後

場
車

敷
地

覧

第に道縦

律定海の

法
よ建
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路

後供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

始び
す北 の

剣寒で 野 道和和ま 菊

淵町

更の前前

変後

線間番字

敷
前別

地

部供
設に

建覧
道縦

海の
び

及
課

備
整。

路る
道す

北

日

でらでらで

まかまかま

の

海
北

員ら
か 幅

道延

知
事

る海 規

国重

堀長

。道 定

でらで萌 よ

まかま留 に

業 路

現 道

木 、

土 り

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

の
延

員らでら

かまか 幅

海

土北

川
旭

道
海

国重
長 備堀

に
所事

業知

現道

木

道
海市札同当

北

い
置
え

幌 平

会）別 市 成社区
献村

年貢町北東

等複

達道

月賞名区区町

し

５６７定

の間

也と区

立更道。

設変変海た
北

年規

可の可彰

認認表 更

り

、 お

て と

月月則 内 年

土整
画１２３４

変示
告

組成務

地理平組事事施

所行 合業 区

施 画合

所地 行 整の年のの
名 理事

間
と区
等複
道

業月在期

の

海
北

区就同同同同

告
道

分任

第
示

退平同同同同

夕法
年

示
告也

、
て達

成

本第成

張律平

町

年 号 土
地
区月 ）

又
安木畑 名

氏國高大

日

茂博

日容日

体
団

一夫行 は

成
平

平資平公

北

成金成年

計

道

年画年海

７の

則

月変月規

更
日日第

称地間区

法

号

計
変幕中平中

和の
昭画日

郡

年更別川成川

法を町郡
内別７別

律認札幕年幕

し北町月町

第可

札 た町札
桜か北 ）

。土内日内 号

任

区町ら町 第

地

号 年
月
日

渕山野
ツ

氏小酒田畠三

名亘範徹純一

幸外

湊井

第 画

日
の か項 合１ 組第 理条 整

る とよ のに 次定 、規 ら

通
功交同同

名 出 り届 お

道功 内 海全 北の安
績

六 知容労

五

く
づ
基
に

）

堀
事

表

を
者

賞
受

の
彰

表
事

知

平の 画

部 第

整番成一 条

理地

規

月 の

合３ 項

組１年 １

北

り

知で よ

道ま に

海日 定

夕同同同同

の

堀 次
、

事

町吉

本本本本日

市
張
住

町町町

３１１３

目目目目地

丁丁丁丁番

１

理

所地地地地

番番番番

し。 任た 就っ があ 事が
地事

土知

、道

旨海

た北

お
と
の

次

也
達

整
画堀

区

区

也 地
土

達 り
お

と

決
り

達

法
理

和也

昭



北南

同同同同同同同同
区

田別石

北東清南厚白

区区区区区区区

北 海

幌
市札同同同同同同

石

町中清白西白 ）市 区
名区区区区区

村央田石

道 公 報

唄

道
海 様音釧白別美

北

町市賞
行

善 似更路糠海

町町市町

第

内

知
倶夕砂愛留猿室静

村市町

安
張川別萌払蘭

町市市町市

号

函同同

平館
成
十
三市

年
十

多渡佐

井田辺間
久

山古山菅
重忠正雄貞

倉瀬田

高齋
登夫武子之紀二二

村橋藤 名
氏紺高小赤藤

芳早紀ヨ力 又
野田澤坂

団
松苗勇稔夫子雄 はシ

々唄

吉谷根佐田美

名
体

惣博光
立

田口内木端市

清一市郎内

治太珠

忠新

山三寺高

校
学

小
央

中

郎

本島下浦本野

田矢宮三
一滋忠初弘

秋宗清

村野
夫律徹

二田菊

月名

十川部地

八
日

潔治美
定敏

火

曜

同同同同同同同同同同

全
安 績通

功交同同同同 同同同同

容者
践 内実

の

同同同同同同同同同同
日

下東

労
功

全
安

通
交同同

夕同砂秩

別別

別張川川川

父父

秩 夕由美
町市市市町町町

張仁張仁唄

同美栗夕由 共

市町市町市町市

唄沢 和

知セ

倶小岩共同ニ小

町町市町

安コ

樽内和樽

福函椴函上厚仁
町市町

国部

島館館木

法ノ沢

同 七函

町市村市町町町

華

赤竹尾岡高

町市
飯館

同

藤間田谷崎橋

十
四菅工

之里

春柾清重信満

坊原

森大秋須
尚雄美建孝良

津野田山場藤

野近稲清

哲恭淳良俊秀良一

澤野

柴桑
夫一応則雄勝男江

倉澤田村

鈴三細澤熊金

鐵正正高儀正

木木田田

中
夫治洋光雄正博雄

英

野岡
上

齊安村前珍片大

田田田石

ヤサ

秋ミ光初マ

藤

吉岡加
猛宣正子男義子

同

博雄一

忠重幸

田田藤

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同

六
六



穂白穂白洞様同

平 別老別老爺似

成
十
三 町町町町村町

年
十

北 海

見
小

同同津端北苫同同

町町市市
牧

別野

道 公 報

頓頓

猿稚豊浜枝礼浜網
町市

別別

払内富幸文走

村市町町町町

第

前
山

風美鷹増同苫初苫

町町村町
別

連瑛栖毛前

町町町

号

良瑛良栖

富富

上美上鷹

町町町町

野野

二 越清本須石佐斎

月 々

十 前水田貝井木藤

八
日

一勲守幸勲規一

義忠好

火

曜

田中

及立伊宮津新森田

美紀忠義

川崎藤本田美

夫稔之子昭志久

智

隆政

村

糠石中前石北林中
勇

二昇幸光

塚川野田田野

男馨三雄司

サ三

要義ミ

尾上山春谷山牧
一則子

チ

代形島本藤口本野

藤

子光ヨ

瑛明英義良弘昭

本

佐山田森
子男則勝雄

良宮雅

藤中中

介光子美

日

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

践
実

全
安

通
交同同同同

２経３４

第第第

者

地

は務方

条費債条地条

方担務の方

地、負債債

為担正の

自第行負補債

平１総の

第２

２

入額越

成歳条額歳金繰

入を
出、許

年歳歳歳歳は明

北予歳歳予費

度出入入

平お
と

海算出出算第）

で成

成り平

別同同

海年あ
第る年

４。

白釧同同同白釧
町回月 町町町市

路糠路糠路

釧
町

内更路糠

静音釧白
市

法表の行）追

治 町町市

越正の及

第繰補為加

明）追び
は １費及更 第許加変 条
よ更 の
に変、 項」び

表 に
。、４ 定
るは第 規

表

道の予その１

第地 よ

正のぞ正歳

一補算れ補
歳

成会）総れの入

平般

款 計額

項出 年補に

の予 度正歳

区算 北予入

分補 海算歳

及正 道出

び」

円 般６れ当に 千 一第そ
と 会号ぞ該よ

北

藤橋会
議

平佐大道
海日

博で

津会

英嘉泰例
定

尾

伊佐藤菊

経
を

決
議

俊三

山藤木原地

々

小関遠船

二雄

重幸隆昭俊

田根藤
章志男三弘

兼正

村田森知

中成笹和

３方 り

司子郎一
太

孝陽

に

務正 度

債補 年

表債 翌

る 越

行よ り

担に 繰

負」

補。 し

為

六 正 て

七

区る

る る

よ す

に 用

」 使

分。 す 計）れ
る 補は

ご 。 正、

と 予次

の 算に

金 定

をび

６る円並

第め千額
正

ろ加補

）こ追に

号と

平
た

る歳の

よ、後

にし

成

同同同

補知

道道

海海

北北

度
年

同同同同

の
算堀

予
正事

。 こ

同同同同同同同同

歳入

。入歳

る
き

で
の

と 領
要

の算

算予

予出

出歳

の
次也

、
は達



６１
入 債

歳

道

北 海

２３４５

金入

入収

繰諸

１２１

道 公 報

８９

料支産 用数庫

使手国財

１２３

び金入

及出収 料

３

第

金

款方担担

地分負

５７
１１２

税び

付及

交金

号

表
１

第
平
成
十
三
年
十

入債歳

計
合 雑道

託益 別

財財特基貸受収

金

運売事事 会金付 産産

収 入収 繰 用払業業

計繰

入金金入入入

入 収収収

入

負補託

紙庫庫

証国国委

入金金金

担助 収

金

付
交担担

項

方
地分負

補

税金

正
前

二
月
十
八歳

日

歳歳
入

火出

曜

出

予

単
位

の
額

正
補

額
単
位

日

正
補

算入

千
円
）

費
祉
福
健
保

５

画活

企生

合境

総環

３４

費費

計
千
円
）

８

費
会
款
議

１

費
務

総
２

保地食地

１２３４５６

域健域品域 健民
保国地

保
祉康医予保衛福

福健

費費

理険療防健生祉 管
費費費費費

１２３５６７８

境通

環環環自文生青交
全
年 生安 境境然化活少

興 管対 対

活政保環振振
費費費

理策 策 策全境興

１３４６

費費費費費

域通 事合

人監総政地交

管 員
委画策振企

委企 査
費費費費費

理 会員興画

札選

１２３５６８９
費

医 務際土幌

総国徴防領
対大

管交税災帰科挙

復

費費費費費費

策学 理流
費

正
補

費
会

項

議
１

前
の
額

正
補

六
八

額
計



産
水

８

平 林

成 務

十 費

三
年 １２３４５６

十

北 海

６７８９

道 公 報

１２３４５

費
政

農
７

第

費
済

経
６

１３４６８９

号

９

二 水企水栽漁漁

月

画産培港業 産

十 林八 務調経振漁管日

費費費

理整営興村理 管
費費費

火

曜

業

業

構農農費流農酪農

園畜試 村
農 造村通産農

画策芸産験 備
整 改計対

費費業費費費費

事

善

地業 鉱
工労農農農土農

良 試委改改 業政地業 働

済 調指普 員 験管調経良

費費費費

査導及 会理整

費費費

用業業

経産経雇職観企

金対力光地

能立 済業営

発進 理興融策開推

管振
費費費費費費費

者者 護童

齢害

高介障児

険庭 福福

健健 保家 保保

費費費費

祉祉

日

費
旧
復
害
災

費
育

教

費
察

警

費
設

建
９

産旧

保農復水復

８１２

体発業

開費林費 健

地旧

費害害

災災

育設設

施施

特学社

１２３４５６７

学 育等殊校会

教小中高

育育 校校

総学学教教

学
費費費費費費費

務校校

警警交

６７８９１２３

築市察察 園通

建住都公

施 水

指宅環管活全

下安

費費費費
設 道 導境理動

費費費

１２３４５

路 産産
水林建道河空砂

港海 試試橋 業業設港防
湾岸 研研ょ 験験管り川

費費費費費費

究究う 理

費

８９
計整山

材林林

木森森治

費費費費

興画備

振

六
九



成成成成

平平平平

農農

度度度度

年年年年

改地防総

地用地村

土農

事成事整

良造災合

北 海

３成成

第事平平

表

経・

業料

農食

度度

年年

改境

営環

道 公 報

健産

保農水建

５７８９

費費費

祉務

福政林設

款

８１

費
１６

第

第

１２
出 金

出
支歳

諸表
２

１

号

公

平債

成
十費
三
年３

十

関業

に業に事

業事業備

るする関

す関すに

関に

負債

務債務る

債る債す

行担行負

担負担務

負務

盤

善基

為

為行

為行為担

対

融立

金確

資急

進緊

促

係

係に

に業

業事

事策

通
道る

る

造産材設 健
保構農木建

興理 管
祉改園振管

項福

水公

費費費費費

理善芸
構共 材 作 会業

事社農畑

繰

計 債出

合 公繰諸

物 福

越 費金費

明
許

二土費

月木

十施

八設

日

旧
復

害
災

火

曜

関に

に助

助補

補費

費道

務務債

債る

るす

す関 債

為 負為行

行担

担負

負務

業 産 施改業 生事 祉造産
善事 興 整対改 業設善振

業策策務 事事対対 備策

金
名費費費費費

業

位
単

費

日

担項

――――

行成成

期平平
らで 為かま

度度

補年年

間―

千
円
）額

費費
旧

育復
害

教災

限

――――

度 正
補正

前
額―

高特土旧

８９１４５３

市育等殊 園木費

都公教

校災 水 環総学学設 下施

費費費費復
害 道 境務校

河
３

ダ都公教設設土

費

低統

費
川

総

り
橋

路
道

２

道河小河都

平平平平

補道道
費
う
ょ

成成成成成成

平平平平

成成

度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

らで

成成成成

期平平平平
ま

度度度度

補年年年年

限
間らでらで

かまか

計園育備備災

ム市木

正

設街事奨整整復

画害 建
業
事業励備備事

事路旧

費費費費費費費

業業

合

川市 規地合 路治

川対河 凍水

雪局河 模対策川 策

改部川河整 害河

特

川 防定

止改改川備 河

修事事 改川

良修 事

事 業業業 修

業

費費費費費費費 費

全
業安改

通 事
交路

助路
設 務

施築

事

七
〇費費費

位
単度
後
千
円
）額



成成成

平平平

年年年

平 度度度

成 ダ空砂

十 ム港防

三 建整事

年 設備業

十 事事に

北 海

成成成成成

平平平平平

度度度度度

年年年年年

川市市地合

河都都低統

修川河策川

改河小対河

事改川河整

道 公 報

成成成成

平平平平

道過

度度度度

年年年年

災改局豪

路路路疎

道道

防事改道

害築部雪

第

成成成成成

平平平平平

度度度度度

年年年年年

産港林山路

水漁森治道

盤岸全業通

基海保事交

整保整に安

号

成成

平平

等規

道際

農国

度度

年年

備関

整制

二 業業関

月 ににす

十 関関る

八 すす債

日

行

務務担

債債負

るる務

担担為

負負

火

為為

行行

曜

に事修事事

業修改川備

すに業にに

関業事業業

債す関すす

る関に関関

負債る債債

務るするる

行負務負負

担務債務務
為

行担行行

為担負担担

に事代

除業良路

為行為

業

にすに事

業関業行

事

務る関

す債すに

関る関

債

務担務る

債負債す

る
行行負

担為担務

負行負

す施

備全備関全

為為担

債事

業業業る設

事事事

負に

関関関務業

ににに

行す

るるる担関

すすす
負債

務務務為る

債債債

行行行負

担担担務

負負

に営

業経

事連

為為為担

務の

債金

る資

す定

関安
う

為伴

行に

担通

負融

日

に
給

補
子

利

為
行

為
行為

―

為
行
担
負
務
債
る
す
関

――――――――――
――

――――――――
――――――――――

平平平

―――――――

成成成成成成

平平平平

成

度度度

年年年年年年年

かまかまかま

度度度度

でらでらでらで

ま

七
一

成

平平平平平平平平平

成成成成成成成成
度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

平平平平
らでらでらで

成成成成成

平平平平平

成成成成

度

年年年年年年年年年
かま

度度度度度度度度
でらで

まかまかまかま

平平平平
でらでらでら

成成成成成

平平平平平

成成成成

度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

平平平平
らでらでらで

成成成成
かま

度度度度

年年年年

らでらで

かま



北 海

成成

平平

下独

疎単

過道

度度

年年

道資

水投

道 公 報

成成成成成

平平平平平

度度度度度

年年年年年

岸設地市園

海建土都公

境係画画業

環に区計事

整る整街に

第

成成成成

平平平平

海海

度度度度

年年年年

斜砂高侵

傾山岸岸

急火

崩激対対

地防潮食

号

成成

平平

年年

平度度

成火地
十山す
三砂べ
年防り
十

業関

事に

行業

代事

事対

債負

る務

す債

関る

にす

理路関

行
担為

負行

務担

業業る

事営事事す

備公

関関務

に宅にに債

業住

るる担

す工すす負

関の

務務為

債請債債行

る事

担関担担

負に負負

務負

策策

為る為為

行す行行

止害業業

防災事事

壊甚

すす

業策関関

事対にに

す緊債債

関別るる

に特

担担

債事負負

る急務務

担関為為

負に行行

務業

二業策

月に事

十関業

八すに

日

担務

負債

務る

債す

る関

火

為担

行負

曜

す

為
行

担
負

務
債為

為
行

為
行
担

負
務

債

為る

行 日

成成成

平平平
―

まかま

度度度

年年年

成成

平平平平平
でらで

成成成

度度度度度

年年年年年

で―らでら

かまかまか

―――――――ら

― ― ―

海交つの

――――――

事安て計

川岸通い合

河

平平

にに施

業業全額

事

成成成成成

平平平

度度度度度

年年年年年

でらでらで

まかまかま

事事

港港山路

漁漁治道

に事にに

業岸業業

事海

成

平平平平平平平平平

成成成成成成成成
度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

平平平平
らでらでらで

成成成成成

平平平平平

成成成成

度

年年年年年年年年年
かま

度度度度度度度度
でらで

まかまかまかま

成

平平平
でらでらでら

成成
ら

かまか

度度度

年年年

らで

七
二

いい整

つつ設

てて備
事
業
に

いにいい

つ業つつ

てつてて

い
て



平
成
十
三
年
十

北 海

備
設

等
房

暖
の

設
施

立
道

道 公 報

の
務

業
備

警
の

設
施

立
道

第 号

の
務

業
掃

清
の

設
施

立
道

二
月
十
八
日

火

曜

成
平

の
務

業
理

管

成
平

る
係

に
度

年

す
関

に
託

委
る

係
に

度
年

成
平

す
関

に
託

委
る

係
に

度
年

日

担
負
務
債
る

す
関

に
託

委 る

為
行
担

負
務

債
る

為
行

―

―――

為
行

担
負

務
債

――

七 水建警教の

三

林費費費計

産設察育合

平

費つつつ

務ににに額

成成
平

経農

らで
かま
度度

年年
務境健済政

教の総環保

に

費計費生福費費

育合

費費つつ

に額に活祉に

成成
平平

つつ

水建

らで
かま
度度

年年

済政産設

議総環保経農

生福費費林費

会務境健

にに活祉にに務に

費費

教の
つつ費費つつ費つ

設察育合

保経農水建警

費林費費費計

健済政産

祉にに務ににに額

福費

成
平平

費つつ費つつつ

成
総環

らで
かま
度度

年年
にに活

費費生

会務境

議

ててて

にいいい

つつ費

つ
い
て

つつてて

いいににいい

てて
いい
て て

つて

いいににいいにい

いいい

ててつつてて
て て て

ててて

にいいにいいい

つててつ

いい
て て

い

ててつ

いいに
て



時時

河臨ダ直空砂臨費

空施

川川ム港防

河轄砂

改特建港整防整 備設 整

別 対整特 別備

北 海

時 時
臨費直道道市臨直

施

路 山

轄路路町道轄 治

川 整備 設道維新村整河
対事 特別 備路持設道特

別事管改整

道 公 報

策

農農農水漁臨対林治

港業

地産港漁事 道 村時

合 防基海海費 等 総道山

全 災整盤岸事事 保 整岸
設 事整保 備施 備

第

地 表用 会 ４
第起社土農

成

の施良
造

祉改地 債福
事 設

号

療
医

立
道

平機
成関
十の

三診

年療

十

業

策 事備

対 良策設備

報

費費費費費費業
事 業

策業理良備事業

対策

業費費費費費費

事

業備 業備全
整 事業業 事

費費費費費別費費

特 業

的費費費

備業 業

目整事

限
度
補
額

二酬

月請

十求

八等

日

の
務

業
事

医

火

成
平

曜

年

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ

るに

財か又め行

、他れ

務らは
以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

法
方 地

の
債

起
利 正

率内内内

以以以

％％％

方

日

る
す
関
に
託

委
る

係
に

度

据お還よてる

担
負
務
債

ては。上

置い又る繰。

半事だ還

間、知た償

期
賦定、る

含年のしす

を
元め必こ

め
以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

法
方

前
の

債

還
償

―
為
行

補

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ
財か又め行

、他れ

限
度
補

正

額

務らはるに

―

方
の

債
起

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、
含年

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

正
法

内内内内

利
率内内内

以以以

％％％

成成
平平

還
償

らで
かま

度度
年年

七保

四

こ

め賦定、る

費
祉
福

健

元め必

以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

の

）法

円
千

方

位
単後

い
つ

に
て



平と

合る
ろ入

成こ歳

平平 成年に歳

成 度よ出

十 北る予 年三 度海。算

年 北道の

十 札補

北 海 道 公 報

道山木時

費耕林治土臨

害害害政

災災災災財

地
復復復復対

害

第

報育

街都下警交高情教

路市安学報 処 察情 通等
育ネ

教信 全校 水施通 理

設設ト 設
ッ 事公設施施

ワ 道整

号

岸営 海費
時業

海臨事公

整
設 全宅 施

全 保住 保
岸

海 備 事建

二 道幌正

月 札医）

十 幌科

八 医 計大

日

部 学学 大医 科学
医附 学火 属 部病 附曜 院 属特

費費費債

旧旧旧旧策

病

費

備ク 備整ー 業園整整備

費費費費費費備
整 備 備

費 費策費

対
別 業設

特

日

計正 会補 別計 特会 院別
正算 補予

号 ）２ 率算第 予
号は ２） 第

る金てのを後て該後

、

り政に、見行には見

借
入府つ利直っお、直の

れ資い率したい当し利

利し
見式

％％％％％た率方

内し直で

以以以以以だ
、

内内内内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

）

内内内

以以以

％％％

額歳

１総
第２

め
定
に
次

予

入入出

歳歳歳
を入

条
れ補

予その

出出算

歳歳
算
ぞ正 の
れの 総

款 額

項 か

の ら

区 歳

分 入

該

そと当

出円び

歳千及

れす
ご

れ。分

ぞる区

率と ）の
金
額 千

び を

並 円

七 に 減

五

該後

の 歳

後 、

正 し

補 額

は見

借る金てのを後て
、直の

り政に、見行に
当し利

入府つ利直っお

利し
れ資い率したい

見式

％％％％％た率方

内し直で

以以以以以だ
、

内内内内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

入

内内内

以以以

％％％

算
予 算

出 予

歳 出

入 歳

歳

の



債支歳

公諸表
２

２３第

１１２
出 費金

出

北 海

１２

入費
院

歳款
病

１

道 公 報

越収

数
手繰繰諸

４５６

１１１４

金金入

料入

第

び款用

及表使

間１
第１

、
は

額び

度及

限料

号

２ の

第

額務
条 金債

平地 は負
成方 、担
十自 行
三治 第為

年法 １）

十

金費
計 債出

合 公繰諸

表

費

業

計管事

項

院院

合病病

正
補

歳費費
理

前

繰

用計越

会
般

使一繰雑

料金金入

入 担
負入

務
債歳項 表

２
第

正 に
」出補

為
行歳歳

よ予

る前

第

二歳

月入条 十

の 歳

八

規 出

日

債

」り

正よ

補に

算定 予

火

を

よ務

に

曜

。負

る

出の
額
補

正
額

単
位

。算入の

補額
正

正補
額

単

担

位

日

が
と

こ
る

す
を

為
行

る
す

る
き

で

入 金金

入越

歳

繰繰

２３

計
千
円
）

料

款用数

表使手

１
第１

び
及
料

１２ 歳の間

第２第
務び

条条 歳入歳金債及

歳出歳は負限

入歳入額

入方 出そ出、担度

歳地

歳自 予れ予行額

算ぞ算第為は

計
千
円
）

負房関平こ

清務暖にと
に

業担等す成ろ

掃
務行設る

成度る

の為備債平年よ
北。

平管務

成理負
業担年海

合 一繰

１１

事
期

、
項

事

金金歳

入
繰計 計越

会
般

補

歳歳料

入

用 歳項

使
１ のれの１）、

出治

正

出

補表

予法

算第 補

正歳第 正の

の入２ ）総

款歳表 条 額

項出債 の
負 定 円 歳の予務 規 千 に
す 歳分補担 に と 入区算
び」為 り る 出及正行 よ

よに 務 れ当に」 債 。 そ
ぞ該

度の為北小

年務行度道
小合

係成道総

に平海児

る

合セ

託度総健

委年児保

する健タ

関係保ン

にに

タ業

債託ン事

る委セー

負項

務
債

出

予

前

算入の

補額
正

正補
額

分。る 負 れ区るよ を
担 ご。

為

金 を行

の 円る

と 千す
る 、

び しす

並 加を

額 追

後が 歳

正と 入

補こ 歳

に

平平平事別
ー特

ので 出

特計

成成成成業会

平

度度会正

年年年年別補
補算

かまかま計予

度度

正

らでらで

号
算１
予第

間

為
行

期

担

１は
第）

七
六限

位
単

計
千
円
）

総

歳事 の

入る 算

歳き 予 号、

を算期

予 額、

出項

に
）次
定
め
る ）額

円
千

位度 単



担成

掃負平。

事清務る

業
務行

平 の為年

成 平度

十 平 成北

三 海 成年 年道

十 公 度

北 海

１ 平間１

第第

務び
条 成債及表

行額
方 度担度

地 年負限
法 道）、

治 海為は
自 北

有

道 公 報

負房関

事清務警務暖に
る

業担業担等す

掃負備
為の為備債

務行務行設
担

成成理負

平平管務

の

業平

度度の為成 年年務行

第

出 金
出

支歳

諸表
２

３第

２１

号

年

１
費

ー
タ

款ン
セ

１

二 度 に共

月 北 係下

十 海 る水

八 道 委道

日

別 下 関特 共 に業 公 託事
道 る会 水 す

火

業補 事 項債計

曜

第

別 期平平予 特正

林第

野１
定 特務 規 業債 の 事表 条

計行務 よ

会担 に

別負債

予に 務

正」負 債

補為 り
る 負

算よ担 を

度 係係成年 にに平

北 るる
にに道 託託度海 委委年

野 すする林 関関係有 に

特
業 項債債託事 るる委

繰

会 期平平平平平平別

業

債 事計 ー出

タ
ン

合 セ

担
負

費金務

正
補

費
理

管
ー

項タ
ン

セ

前

日 会 成成算
計

ま号 正 度度１ 補 年年第
、
は 算 間らで） 予 か

る
め ）定 号に １ 限次 第

為 る

１す

第。行 担

と 度

る

次す

、を

は為

）行

号
とで

るが

めと

定こ

に

成成成成

ろ位 る

こ単 き

計 成成

補

度度度正 年年年年年年

かまかまかま予 度度度

間らでらでらで算

行

度

）
号 限１

第

為
位
単

の
額

正
補

額

ろ
こ

位
単

に
よ 額

債支歳

公諸表
２

２３第

、

よ千 項

に事

出 費金
出

共業
公事

１

。期）

る円

入道
水
下費

歳款

額

入越収

款
繰繰諸

４５６

金金入

千
円
）

２ の間１

第第

負限

額務び
条 金債及表

自 行額
方 、担度

地 は
第為は

計
千
円
）

１額
第２

歳入歳

入歳入

条 歳を歳
算

歳 予出予

入 出歳出

歳

費
計 債

合 公諸

１２

算そ

計道
水 項下

共 合公
１

費

一

１１３

正
補

歳費
業

事

計越計

項会会

般般

一繰

治

正
補

金金金

入入

繰借

第 表

法 １）、

歳第

入２

予務 規 出債歳 の 歳表 条

歳歳 よ

補担 に

算負入 定
務

に」出 債

」為 り

正行

補ぞ補

予 のれの

出

よに

の

の 正れ正

算
総 ）

款 額

項 か

の ら

区

出び と 歳及 円 入分 千 歳
。 れ該 る そ当 す

七
七

前

出の
額
補

正
額

前
の
額

正
補

額

算入 担

。る 負

るよ予 を
る

す
を

正 為
行

補 る
す
。 ご

れ分

ぞ区

で
が

と
こ

と
の

に 額

び 減

並 を

額 円

金 千

の 入

後 歳

正 、

補 し

位
単

計
千
円
）

計
位
単

千
円
）

入 出

歳 歳

期
、
項

事
る

き

総算
予 の

出 算

歳 予



表

成３

平第起

道
水

下の 域
流

度

債 年

北 海

表表

１２

第第事

道 公 報

額の２３

２第第

額務方

を歳金債条地条
方

入歳は負債債地

歳入

行負補債

歳出、担務の

出予

行）変

そ算第為担正の

ぞ補表補為更

れの１の

第

房関平。１

暖にる第
入

等す成歳条

設る
管務度出入

備債年歳歳

担海算出 平 理負北予歳

務行道の予 成 業

流補算 の為

号

事

平
成
十
三
年
十

る
す

関的

に
業

事目
額 為

行補 担度 負
務

債限

正歳正のは

予
出

歳
入

歳

の入）変、

れ
款歳更

項出は第

の予、３

区算表

及正２方 円分補第地 千
当に債補 すび」表債 と
区る負」 。該よ務正 る

度 平域正の 年

分。担に

水額 北 成下）総

海
業歳 流 度事ら 道 年道か

水 る別歳 下 係特入 域 に

補れ 事 託計そ 道 委会出

別 平平予れ 特正ぞ 業

二
月
十
八
日

務
債

火負項

曜

利
法

方 地

の
債

起

期

担

よ

負
務

債 正
補

算

方率
正

金正

の補。

と為る

ご行

補。

にる

びよ

並に

額」

入
歳
の
後
正

成成算 会
計 年年第

かま号円 正 度度１千 補
、額

は減 算 らで）を 予
）定歳 号に、 １次し 第

と出

る歳

め入

日

限
間

為
行

成の 平平債

還
償

位度 単

前

成
らで法

かま
度度

方 年年

担項

補 間 出為

支歳

諸補

行 ３

期

事公

１２

算
予
出
歳

出 金 道費

水
下費債

款域業
流

ろ算

こ予

にの

よ総

債

入越

歳

繰繰道

３４６

款
）額
円
千

入 金金

額

正

補
度

限
起
債
の

１限

方

金

前

計 出度 正

合 繰

補正
額

道債 水 項下
域
流公

１１ １１１

正
補

歳費費

業
事 繰計 計越

会
般

合 一繰道

平法 正
補

歳

項

金金債

入

成成
平

利 正
償

らで率 かま
度度
年年

還

期
補

間
限 正

前

出の
額

正
補

額

正
補

額
の 入

前

七
八

の

額

位
単後

方

千
円
）法

位
単度
後
千
円
）額

位
単

計
千
円
） ）

円
千
計

位
単



第
３

一収条

日益科

平 的予

成 平収算

十 入第

三 外均入外及３

年

患び条

十 支に

北 海

１２の

第第

総条業条予年
取

則平の平量間 務定区
次

）成予成を

定扱

度）度と延

年量年の入

北北お

道 公 報

表業担

１備負

第事警務
成

平
の為

務行
度平

年

第

１ 平間
第

務び
条 成債及

行額
方 度担度

地 年負限

平道）、
治 海為は

自 北
成地

法

号

水
下

域
流

二 者出定

月 ）め目

十 来数院来た）

八 収

日

的
益

予 及決 入既 収

火 び定 支額曜 出）

分者 海海り

患

人人人の

る

病病め）数院

道道改

業業

事事。

院院

の予決 計計既 会会

予 補算定 正量 予以

に成

算下人 ）

係

道

債に海

託北

委度

る年

負項債事

る院

務す病

関

第

期平平計

担会
業

方第

年競１
務 規 北特債 の 度馬表 条

地計担 に

道会負 定 海別

」 債

競正為 り

方補行 よ

別よ を

特算に 務

馬予

費
道

会第る 負

日

額
定

予
の予

次正
を補

と定
お額

す
正
補

人人人り）
。
る

第予

１算

）と正

号」補

はい予

、う定

次。量

る条

め２

定第

に））人

正

行成成補

こ定

とに

かま
度度算

為年年予

限）
号
１

間らで第

補号す

計１。 担

位度 単

予は行

券る正）る

債よ
行次を

発算、為

の。

号めこ

１定る

に第にす
る

ろき

こで

とが

）ると

の

務そ借事

総省の知

に

か又め

、他れ定

省の入

務らはる

財
内
以
％

計

７９

第第第事

人人人）

６
予負債

な務

た条条債条

第行負

資算算担務

卸予
購８８為担

産第

ろめ計

にた

よ業
第５に
第

。
る務）人

１会め

第第１第議条改

項項項の予る

２３支款
本

長他建決第

資議算。

を７

千
円
）額

第４第

第

１第第資条１

項的予

款１２本科収款

院医医入第

病収算資

項

。る項

てるよ事

及４本

第

る
す
還
償期

上。、

繰

収款１２支

と１第第

こ
よ

院医医

き病

で項項

が

ては。

置い又る

据お還
し

を半事だ

間、知た

期
元め必

め賦定、

含年の
法応

以均方に

年利る要

条条）行

に償にじ

内等

度次を

限中の為

入

にす 額

、る ）

次こ

のと

１が

を加る 」をき 円条で 千
る項

え事項

改な中 的 計経条 期設 会

支け 負 借
担 入良

流員

金金出費ば職

出れ
る費
す与
用給

こ
と
の
で

業外支に的 業び条 事業
）め目入 費費収 費出定

的
本

資

用用用た）入

収既 入決 及予 び定 支額

入出 収収 収
業外

業 事業

益益益

債よ
券る
の。
発
行

入の

務そ借事

総省の知

財か又め

、他れ定

省の

。、
期期
間
及

は

に額間

」度

円限

千び

改

七 め、

九

お
と

。の

る次限

千千千千き
経」
い円

円円円円な千
費を
）
職
員

円円円円与

千千千千給
費

円円の円 ） 千千千出千

定
予

円

額
を補
次正
の予
と定

円り）円

千千千お額千

す
正

補

円円

円円円

に千千千

てる
償

上円円円

繰。千千千

還

務らはる
す

い又る

据お還よ

内
以

％

だ

間、知た

期ては。

置

と度 り

含年のし

を半事

。額
る
め
定

千

円円円円」

千千千千円

る
。
計

円円円）円

千千千千

る
こ
と
が

定、
き円円円

で千千千

元め必

め賦
法応

以均方に

年利る要

に償にじ

内等



北 海 道 公 報

１成為

第事平行

表

宅
住

道
海

北
度

年

第

負１に２

務第第
負

行る務

担総条よ条債
行

）成算担

為則平。予
第

北の 成度条） 平年７為

号

務

業担業

掃負備

清務警

務行
平の為の

成平平
十成成
三
年年年
十

機
融

金
に

社
公

給
供

度度

う
行

が
等

関

海次

海業次 北工、 度道に 年

を 業道条 工水１ 道用の

計る 道会え 水業加 用事

会 平補 業の。 事

二にに

月係係

十るる

八委委

日

るる

すす

関関

にに

託託

火債債

曜

損 債う
伴

に
資

融

平平平

債 負る
す
関
に 務償

補
失

予 計 成正

補

度正 年算
号

で１ 算 ま第 予

定
に
次 ）、 号は １） 第

め

日成成成
ら

かまか

度度度

年年年

担項担
負
務

－

らで

行成
期平

第

ろ
こ
と
る

間 為

度

補年

に房関平１

業暖に

務

関等す成債条

す設る
務度担務

る備債年負債
為担

務理負北行負

債管
負業担海

千
円

８成

第事平

条

の

担湾

負狩

務石

債度
年

計

び事入て合

及設借い

買業資
金額 年 取費

に りに

係 公つ

る％ 営い

の

宅円子内

住て千利以

北設
建内つ額－

の以に

限
宅共
住公
道る
海す 補正

譲

前公分
給定

度供特 正

額建宅
が住

社

為一補為

担務行道の行
）変

為平平般正の

行の

計更

成成会
北予

度度正、

年年補は

に
る道１

係海算第

号務

託般７債

委一第表

工

す域

を地

為港

行新

会

改

で道

が水

と用

こ業

る

合

いの

項
事項事

る修

き

ー額計

て借度日融レの

の降お関ト額

入以に機

成成
平平

日はけのの

う借

らで
かま
度度

年年

て合海建入

建借いの北

事資計道設資

設入

金 業金額住事

に 費に宅業

成
期平

限北設

間
度

補年

負

宅取
住買

道る
海す 正

、行

平平平補は担

計）
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坪原清ま修

援ぐ会 体 さ後後つ援

ま
ぐ会の会後

つ援

告 北

政示 海

平政 道治
平成 選治 資
成 挙金

年団 管規
年 理体 正
北月 委

．

報 法正 員告平

日 の 会報 書成 昭
告和に告 示つ年 が 第

て海 法あ い北 年

っ 、道 律た 号

の 自選 第
由挙 で

党委 同 ）主理 、 号民管

称

援会 名 後援

北員 法 第

坪原

表 大荻
代川大荻

会

修

正氏

勝正 の 坪原者村

の

法

嗣修
名正嗣

海 員

道日 会

選名 昭
告

挙称

和
示 道

管 第年 選法理
律委代 挙員 号表 第

管会者 告 理

第北氏 ）
示 号の

委

海名 第

第

条海会
告

項幌第 の １札示 条 第道
規

の市定

に区基） 定央に号 規中
、部 づ四き一 基第づの

治の治次 政部政を く支

氏大野
会氏大大野

団の

正勝 任 坪尻責崎坪尻

計
規

の名江嗣規

正勝者

静

出 網同走

届網同同

名嗣
支先所

走支

員号道

）選 条

会

一管 ２
の挙会 第

告

責 部理 項計

示

会 定者

次員 規任 を委 の

長 用
お員 適

と委の の
の

受
訂届 を

り
す け出 正

八
四

り 責の 体お 計体と 団会
入報正 者支 収訂 任収 の を改

」に

所」

及千告す

治
。 政
る橋先 る

。
る

め

の

之 体
団

康



政

分事 金年 資

平 治管

成 理

十

体 団団

三

届年 体出務十

北 海

を
１

入総
収

．
及
び
支括
の

出

道 公 報

主
民
由
自

本部交 党部か 北・ら付

海支の金

幌
札
道

そ収

第

政

理党 治管分事 金年政 資

体出務

届
体 団団）

号

１
の

出
支括

び
及

入総
収

．

者

二 の・

月

職
公

十

名の八 種局

日

告日
月

報年
） 称類

火

収総曜

収

体
団

る
あ表 市の

中他 央の入

第
区

人

支
四

件 部

費

経光
熱
水
費

支常
備消
耗

類
種局 名の

職
公 の・

者

収

収総

告日
月

報年
） 称

選
道

海
北

体
団

る
あ表

日

年額 支

越 ・

前繰

入入額

支総 総

年額

の入

出本収

出額

額

品

費費
所

務
事

経
品費

計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

長
員
委
会

員
委

理
管

挙
橋

・

額

員
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員

政

個特 収

選関
係

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

発

・

額

員
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員
個特 収

之
康

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー の
そ事 他の 活業 の他

小 業

内事の費

費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分

党
政

の）

計ん
せ

っ

小あ

合

附名
匿

八

内

計

五

入
収

業
事

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

金
入

借

入
収

業
事

内

計
合

訳

無
」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



改

中 治由市。 政自幌る
め

北第

体党区同

主央 団

民
道支 名海四

の

北 海

削

民中 治由市 政 、自幌

り

の北第

同体党区
主央 団

道支 名海四

道 公 報

に
附由治 、寄自政 め

改

団 の民
内主体
の 訳党
海名 北

第

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

号

自
由 政

民 平主 党 成党 ） 十
海
北

三道
年

幌
札

十

人

者同 附
寄区個

札部 称
附名葉藤

寄氏千加

の分

寄区個
札部 称

名 者

英 ・

会千

の分人

者 同附

専附 徳祉名葉

成福寄氏

称

札学名 者

園門英 ・ 学

分

中者

市附

幌寄区

札
道

附 支名

四寄氏 第
区

央の
名 者

の・ 部

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の

耗

備消 支常

費
水

市 二中

月

区
央

十第 八四

日

部
支

火

曜

金
の称守亨

額

幌校守

在
所
・
所
住同同

金

社の称
額

在
所
・
所

同住同

年の称 分
附金

寄
の
内
中額

訳

住
在
所
・
所

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

日

同同同 房
だ

わ
さ

に

」

地

をを

」」

地

同

平
成政日 年

団 寄 年分 治

高 附

関
地

月体

北

政平 海

成
す

道る 治
選報 資

年 挙

北
告 金
管

海
書 規
理

道
に 正
委

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

発

人

同同同同

個
会

援
後

晴
田本本滝部

沢増増大阿

の支 内の

訳名 日

所 称
分 か者 者附 の寄区 一

同
海名 附 北寄寄氏

の
らの

選
つ 法

で附

員い
挙 会

管
て 昭
告

理
、 和
示同
委 第

法員
法 年
第
律会
告 号

示 条 第
の第

号規
定 ）

基）

第号 に

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

晴男宏子恵

美

房一一久 選年・ 道

内
静同同同同

理万の称 管５ 挙名 間者

る 委え 会超 員金 を 委円

住 ）資
の 長額円 も 員

所 金

、部

第き一

条づの

１
項政を
次 の治
団の 規

訂 基収り にのお 定体と

く報正 づ支
す 政告
る 治書

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

八
六

地

団 康在

理所

橋・ 管町 。

之体

団の
の旨

体要

無
」に表

支公
収の

へ）
部金

等況

産状

資の



平

本部交成 部か十 ・ら付

三 支の金

年

そ収十

北 海

自

党 管民 分釧 金由 年政 資
届海

路 体北

団党 ） 理主

出道

道 公 報

さ政

わ

治

同同 房
だ

団

後
晴

体 援

第

を

政日

団 寄分 治年

高

の体 附

支

訳名

内の

所

号

同同

の二 他月 の入

十
八 人

日

水
熱

光 経

費
件

火

常

費

曜

市 公

路 ・支

釧 者

耗

備消

）部 類支 種所二 の第 職
年
月
日

総支

会の

個名

同同

称 人

報

沢増増

告 田本本

収 房一一

収

称
分 か者 者附 の寄区 一

同
で附名

附
寄寄氏

の
らの の同

法そ

５名 間者

年・

人他

商 ー
ロ岡

ル武 テ
ホ

日

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

額
収

額
越

繰
入
額

総出

額

入 晴男宏

・

前

入

年 支
出本

年

の

静同同

支 総

町
内

出

額

も
る

え
超金 を

円
万の称

・ 管

所 金

住 ）資
の額円

ル店

レ

団在

理所

同同

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費

発
伝費 の

業 紙 治宣事 誌

数
員の

額
金

額
越

繰

年
翌

特

に

員
党

１・

成収

平．

会

入費

び

年及

収個

関

体地

月支

北 改

政平 海

成
す め

道る 治 る

選報 資 。

年 挙

北
告 金
管

海
書 規
理

道
に 正 同

委

同同同
」

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

寄
定

調研
計

費

小 業
事の

そ団
）

付
の体 他

の分
団内

体
分

あ
っ

人 出

日の分

あ

法 寄

体
団
る

人
政

入

表
括

総

治

北年小

選
つ 法

海分

員い
挙 会

管
て 昭
告

理
、 和
示同
委 第

法員
法 年

同第
律会
告 号

示 条 第
の 武第

号規
定 ）

高

同同同

基）

第号 に 岡 滝部田

大阿

経

附金
付

寄交

査費 動

究

の
そ

八

の費

他

七 費

部交
本の

計支付

せ
ん

合訳

名
匿
党

政
）

計
入

収
業

事

道釧計 選路の

委事
理の

管所
挙支

附

員の
委党

会政
員項

内

次
に
長項

の

大

１、部 佶第き一

条づの
と

規団の

の治次

項政を

定体
お にの
り 基収
訂

る 政告す 同く報正 づ支

子恵進

美
久

治書

同同同

へ）
部金

金
入

借

等況

産状

資の

加
康に

う
橋よ

訳

旨
体要

団の。

。
る
之え

に表

」支公
収の

の



事

検又代製う型式の
２

名又業遊遊型 表 定は造

機機

請称は所技技 者

申

査所のの式 の 者及検の

のび

北 海

定

型式の概要検検検

１
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

又代製う 、成
で平

の
た

検
定は造事 同

申名又業 規年表

請称は所 者 則

の 者及検の 第月

のび査所 ９
条日

第

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公

の機
正

安

認の
化

委

定型
等

員

及式
に

会

びに
関

告

型関
す

示

号

平
成
十
三
年
十

類分名

氏住を在種区 氏
埼群回遊デ

名所名行地

ル表玉馬胴技カ

東ベ代

ナ

都コ取県県式機ナ

京

技認３

台株締さ佐遊の

会た郡機定

東式役い波
市堀び

東社鈴ま赤及

区

暢橋大式

野三町型

上木

区番期 者

丁晃五字の

一
公

類分名名号日号間

種

平第 回遊テベ

示 成 胴技ンル

の 式機トコ

日 年 遊のウ株

技認ム式

成

機定シ会月号平

及社

び日

型年

式

行地 第氏住を在 氏

の月

東ベ代埼群 項
１名所名

取県県 規京ル表玉馬 の

波 に台株締さ佐 定都コ

り区会た郡 よ東式役い

上木市堀 公東社鈴ま赤

一暢橋大 す北野三町 示

式す
る

丁晃五字 る海

第

のる
法

道律

検技
定術 号 公

にの
和 等上

昭

安

法 す格
年 関規

委

第 規適
律 るに

員則合
し 会昭て号

二
月
十
八
日

火

曜

目島定

目丁鹿検
等 番

に
規

佐る

地５す

号番－関
第

階条

２６

ル第

ビ則

藤

検
す３

関ら

にか

等）

定日

道

第
条
６
第
則
規間

る年

目島 公目丁鹿 。

安番 委
員佐 委地５ 会号番－ 員

い）

田階
２ 潮ル

ビ 長藤

和 告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業
４

日

型式の概要検検

４

号
２

技技式定 遊遊型製型定

検検又代製う

号
２

年 造

業 定表 定定は造事

検検

称は所 者 定の 型申名又

年有 式請

又代製う型式の概要

３

又業遊遊型製 表 は造事

制）

造 称は所技技 者
名

６業っ

第び行

）及を

号

申 定定定

概要検検検検

年有 造式請 定の 製型

月 のの験番 式業 機機試

分名名号日号

種区番 者

平第

類
回遊ウ株

成 胴技ン式

式機ジ会

年 遊のャ社

技認ミエ

機定－イ月号

ペ 及

試者及検の

型ク

びッ日

氏 月 験のび査所 番効の
所名行地

番氏住を在 期
公東株代神

号日号間名

平第
示京式表奈 成

の都会取川

日台社締県 年

東エ役横

東ペ望市

月号平区イ浜

成
上ッ月港 日

の 及検の機機

年野ク北

区者 氏 び査所のの式業

行地類分名名

住を在種

ベ代埼群回遊デベ

所名

ナコ

ル表玉馬胴技カル

遊のナ株

コ取県県式機

い波技認－式

株締さ佐

会

式役
会た郡機定

木市堀び

社鈴ま赤及社

験の 番効 業試者

三町型

号日号間名

番氏 期 者月
平第公東

名
ベ

示京 成 ル

の都 コ

日台 年 株

東 式

成東

会月号平区

社

上 日

年野

る
す
関

に
等

定
検

の
式ス 七ス光区

６
第

則
規

目羽

月丁三新

日４町

）番
か９

橋大式

間
年
３地

ら号番

島定

丁鹿検

晃五字の

暢

等

目

に
第

則
規

る

地５す

番－関

一

６

目
月丁
日
）番
か

２
ル
ビ

間藤
年佐
３
ら号

八
八

」

階

号
２
第

条

号
２
第
条

無



検又代製う型式
７

平 定は造事成 申名又業遊遊 表

十 請称は所技技 者三

の 者及検の機機年 のび査所のの十

北 海

定

型式の概要検検検

６
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
月のび査所 番効の 者及

第

事

代製う型式の概要

５

者

又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

号

称 の申名

定定は

検検又

種区 氏 のび 効者及 有請

氏住を在二 名所名行地類分月
十 愛京代愛ぱ遊八 知楽表知ち技日

締名この

県産取県ん機
技定

古株役古遊認

名業
市会榎市機及

屋式屋

火

川白型

中社本天び

曜

番期 者

尾宏中の

区区式

類分名名号日号間

種区

平第公 回遊オ株

示 成 胴技オ式

の 式機タ会

日 年 遊のコ社

技認スミ

成

機定ロズ月号平

及ホ

び日

型年

式

行地

氏住を在 期氏

の月

代鳥栃千

日号間名所名
式表取木葉

平第公東株

示京 成

の都会取県県県

日江社締米小四 年

東ミ役子山街
荒市

月号平区ズ市市道

成有ホ安和

明藤田井鷹 日

の 年三町

台 丁壽番一

を在種区番 者 氏

月目雄

名行地類分名名号

代鳥栃千回遊バ株

表取木葉胴技ク式

取県県県式機チ会

締米小四遊のョ社
－ー

役子山街技認ウメ
シ

市市道機定

別和荒市及

の型販

所田井鷹びー

町

台式売 番 直

一の

公沖株

間名所
氏住 期

鋼
メ

日宜社

の県会

示縄式
野

真ー

成市シ

平湾ー
喜売

年志販

月２日

等

橋町定

頭砂検

三

に
す 地 目関 番 丁

第
条
６
第

号則

８規

番る

検
す３

関ら

にか

等）

定日

地

第
条
６
第
則
規間

る年

１番丁
番

）地１

日番地目

か

地

間
年
３
ら地

番に

１等

地目定

番丁検
第
条
６
第
則
規
る
す

地関

丁
日目
）
か番
ら

検又代
イ
号
１

間
年
３号

申名 定表 定定は

検検検

２

年有 式請称者 定の 型

代製う型式の概要

９

号
者

又業遊遊型製 表造事

検検検又

８

造 は所技技

名 定定定は

式の概要検
式請称 定の 遊型製型申

代製う型

号
２

年有 造 技

定定は造事

検検検検又
者 定の申名又業遊 定表

の概要

年有請称は所技

効の 試者及

造式

型製型

番氏住 期氏 月 験のび 番

東株代

号日号間名所名

平第公
示京式表 成

の都会取

日千社締 年

代ア役

成区ス加

月号平田リ
東ト茂 日

式業 の検の機機

年神ク

を在種区者 氏査所のの
遊サ株

名行地類分名名

葉胴技ン式

代鳥栃千回

県県県式機ダ会

表取木

メ

締米小四遊のー社

取

機定２ー

役子山街技認

シ

市市道

田井鷹びー

別和荒市及

の型販

所
び 番効 式業 機試者及

町

区番氏住 期 者月 の験の
株

分名名号日号間名所

平第公沖 株 遊

示縄式 成 式 技

の県会 機フ会

日宜社 年 のィ社

野メ 認ー三

市シ

定バ共月号平湾ー

成 及ー

真ー びお日

者及検の機
型と年志販

氏 月のび査所の 番効の
名行地類

氏住を在種 期
群株代群ぱ

日号間名所

示馬式表馬ち

平第公

成

の県会取県ん

日桐社締伊こ 年

生三役勢遊

毒市機

月号平市共崎技

成境
野島三 日

号
番 者
験 式業試

年町和

名名
京
楽
柔産
キ業

編社
極会
ズ式

ッ株

田ラ
丁ト

月二ー曹
ロ

か番ノ

）５ク

日目テ

ら
年ー

３号ジ

八 間ズ九

台式売 番 直

一の 地 鋼

番に

１等

地目定

番丁検

喜売

６
第
則

規
る

す

地関

式ぎ

丁

のラ月２

検ン
定ド日目
） 等

か番 に
関ら

６
第
則

規間

る年

す３号

六秀町

月丁行

目

番 日

地

１

間
年
３
ら地 か１ 番 ）

イ
号

１
第

条

号
２

第
条



型定

事
う型式の概要検

造 所技技式

業遊遊型製

のの験 式業 の機機試年
月 所

北 海

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

道 公 報

造事

検又代製う型式の

申名又業遊遊型 表 定は

の機機

請称は所技技 者
び査所のの式 の 者及検

の

第

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

番効 式業 機機試年有 造

月 のの験

号

製う 平造事 成又業 十は所 三検の 年査所 十

分名名号日

在種区番 者

平

地類
群回遊ヴベ

成 馬胴技ィル

県式機ンコ

年 佐遊のテ株

波技認ー式

郡機定ジ会月

赤及社

氏

字の

大式

町型

堀び日

名所名行

番氏住を 期 者

公東ベ代埼

名号日号間

平第 株

示京ル表玉 成 式

の都コ取県 会

日台株締さ 年 社

東式役い ア

社鈴ま

リ月号平区会た

成東 ス

上木市 ト日

一暢橋

ク年野三

ラ

を在種区 氏

ー月丁晃五

名所名行地類分名

氏住

リ

東株代埼埼埼回遊ト
機プ

京式表玉玉玉胴技
遊のル

都会取県県県式
尾技認シ

千社締川狭上
市市機定ュ

代ア役越山

ス加南大大及ー

田リ市

ー

東ト茂台字字びタ

区

新敷式２

神ク一中小型

丁

者

二ー曹目田谷の

田ラ

名名号日号間

種区番期

平第公

類分
回遊キ株

示 成 胴技ン式

の 式機グ会

日 年 遊のオ社

技認ブア

成

機定フリ月号平

及ァス

びイト日

型アク年

式ラ

を在

のー月

二行地 月
十埼埼埼 八玉玉玉 日

市

越山尾

川狭上

県県県

南大大

市市

火

一中小

台字字

曜

島定

鹿検

目田谷

丁新敷

等
に

条
６
第
則
規
る

５す

－関

目丁

第

ト

目 テ日

ク）番

ノか

ー年佐

ジ３地

ロら号番

字字検

階
２
ル
ビ

ズ間藤

丁ト

久等

目テ番芝天定

５ク地

保に
関 番 番ノ８

ロ地す
６
第
則

ズ規

ーる １ 号ジ

第
条

検ト

ら

にノか

等ク）

定テ日

ズ間

るー年

すジ３

関ロ

第
条
６
第
則
規

日字字
久

番芝天

地

保 番 ８
地

号
２

１

造事

検又代製う型式の

申名又業遊遊型 表 定は
請称は所技技 者

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

検又代製う

号
２

年有 造

定表 定定は造事

検検検

は所 者 定の 型申名又業

号
２

年有 式請称

検又代製う型式の概要

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

の機機 有
定の

定
検検

造

び査所のの式 の 者及検

分名

氏住を在種区 氏 の
名所名行地類

愛株代愛ぱ遊

県ん機巨

知式表知ち技

名社締名この人

県会取

技定星

古高役古遊認の

屋尾屋

型

中ヶ中び

市内市機及

番効 式業 機機試

川島川

間

種区番期 者月 のの験
平第公

類分名名号日号

回遊サベ

示 成 胴技ルル

の 式機カコ

日 年 遊のニ株

技認式

成

機定会月号平

及社

び日

番効の 試者及検の

型年

を在 期氏 月 験のび査所

号間名所名行地

番氏住

平第公東ベ代埼群

号日

示京ル表玉馬 成

の都コ取県県

日台株締さ佐 年

東式役い波

鈴ま赤

月号平区会た郡

成東社
上木市堀 日

者及検の機機

年野三町

氏 のび査所のの式業 の

分名名

氏住を在種区者

回遊ヴベ

名所名行地類
馬胴技ィル

東ベ代埼群
県県式機ンコ

京ル表玉
締さ佐遊のテ株

都コ取
式役い波技認ー式

台株

社

区会た郡機定ジ会

東
東社鈴ま赤及－

上木市堀び

公
号間

期
番効

野三町型

示
第

の
日

成
号平

検

太博蔦の

区敏区式

年

丁に

一一等

通町定

平元

す

目目関

丁
３

６
第
則

地地規

番番る

式
の月

検
す３

関ら

にか

等）

定日

暢橋大

６
第
則

規間

る年

一
目丁鹿

月丁晃五字
目島 日
）番
か

藤
年佐

３地５

ら号番－

の

一暢橋大式

２
ル
ビ

間

島定

目丁鹿検

丁晃五字
目

等 番

に
規

佐る

地５す

号番－関

２６

ル第

ビ則

藤
月

年
３
ら

か
）

日

九間 〇

階

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第

階条



検検検又代製う平

定定は造事成 申名又業 表

十 請称は所 者 定の

三

の 者及検の 有

年 のび査所 番効

十

北 海

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

試年 造式
製型定

概要検

氏住を在 期氏 月 験 業

二 号間名所名行地月
十 第公愛豊代愛八 示知丸表知日 の県産取県

日名業締名

古株役古

成市会永市

号平屋式屋

火 中社野中

年村村曜 区裕区

を在種区番 者

月長豊長

平

行地類分名名号日

神回遊リ株

成 奈胴技ト式

川式機ル会

年 県遊のロ社

伊技認ッオ

勢機定クー月

イ 原及
の

川式

鈴型ミ

市びズ日

名所名

番氏住 期 者氏

７

公神株代

名名号日号間

平第 ド株

示奈式表 成 ル式

の川会取 バ会

日県社締 年 コ社

伊オ役 ネ

成原イ大

ッ月号平勢ー

ト

市ズ泉 日

川政

年鈴ミ

住を在種区 期氏

月７治

号間名所名行地類分

氏

胴技

第公大株代大回遊

示阪式表阪

の府会取府式機

日堺社締八遊の

市ネ役尾技認

国沼及

号平旭ッ市機定

丘本２び

成ケト
町幸目式

年北丁型

名号日
番 者

月１司４の

平 株

成 式
会

年 社
高
尾月
日

日 戸戸
丁

か三三

）町町

日井井

３目目

ら丁
年

等

地定

番検

地地

間番番

第
条
６
第
則
規
る
す
関

に

番 番検

間
年
３

ら
か

）
日地

丁
５に

）番号等

日４１定

間規

年る

３す

ら号関

か

概要検検検

第
条
６
第
則

年有 造式定の 製型定定

号
２

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検検又代製
号
２

年 造 所
又 定表 定定は造

要検検

請称は 者 定の 製型申名

年有 造式

試

技技
遊遊型

型式の概

号間

番期 者月 験番効 業

平第公

名号日

太

示 成 陽

の 電

日 年 子
株

成

式月号平

会
社日

効式 の 者及検の機機

年

種区 期氏 のび査所のの

名行地類分名

氏住を在

愛太代愛回遊火

間名所

機

示知陽表知胴技山

公

締名遊の

の県電取県式

古株役古技認

日名子
会安市及

平屋式屋機定

西社井西び

成市

式業 の機機試

年区区型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 回遊パ株

成 胴技ン式

式機プ会

年 遊のク社

技認ンパ

機定イ月号

及オ

の 試者及検

型ア

びニ日

者氏 月 験のび査 番効 業

間名所名行

番氏住を 期
第公大株代佐

名号日号
平 豊

示阪式表賀 成 丸

の府会取県 産

日東社締小 年 業

大パ役城 株

オ野牛

式月号平阪イ郡

成市 会

長ニ口津 社日

区
のの式 機機

年田ア町

類分名

種
ぱ遊

認ギ

このン

ん機ギ

ち技
シ

びク

機及タ

技定ン

遊
型

月
年

３
ら

か
）

日

九 間一

長一長式

町町検

月先俊先の
定 日

ら関

か地地に

）番番等

式

６
第

則

間規

年る

３す

則
規

る
す

関
に

等
定

検
の

中三大

６
第

丁下

月１次字
番

か番１

）４川

日目砥

式ー

間
年１

３号地

ら６

検号
の１

６
第
則

規
る
す
関

に
等
定

第
条

号
２
第

条

号
２

第
条

ロ
号
１



受携講

６７８

毎

習週 講

火

手

業

・

行務金

数曜

北

４５

講

講 に受及受

ウ受書受

格希受申

受 検合講び講
みの 規し望講込 申付 定

後は格人 込日 則た者資

１、、該員時 第

海 道 公

２３

」 習 講講則

講講本アイ

い

は近備と 修習

習最警

の次年等う 習了、５員

いに検） 査

の間の。 考

第報

１

定受 施実

実アイウエオ
申 日習 期講 期

施講講実
のみ 、場込 日、の

習施

所の実

号

係 北

警る 海

平平 道

成成

備

公業
平安法

成年年 委

十２ 員昭

三月月 会和

年に 告

十お日 示の

日

委 料

発
行

内講

受相筆案本

等品託

をは

申額用書習

講当記

行社

を北、携、

請の具

及 み

る道章す団

す海印

続所要受び

条継住当が
定所

２し地件講場

要 第
に１は明員

項て領又証

規年勤書

受ま 定以務各

）受の

す上先２人講で

備のをを付間

る警等通

、講

級業所作超は、

２

地のた当習

の務在成え

１

の対ず警定第 時

検に

す第

か業関条 実れ備に

項

該にる２

間施象に務

午講習す事則に

当従規

前習修るし規

期和す

８の了者た昭定
る

時最証に

終明対間
通国級

分日書しが年１

場付

、施 場受

かにをて

間所員間

員期 期 所定種

平

等等別
警平札

人成 備成幌
市 員
導２区ュ１

指年北ニ年

育４７ス７

教月北ー月

年

二け 第法

月律る

十第講

八習 号

日を
と 第

の ）次 号

お

条 火

３

実 の

り

曜

と収る法

す海 第

施北

証肉と北

き入朱こ人
警

講で使道

受紙を。海

する業

付付す備

受納用
に ）この会 際るも協 の

と（ に購 、。限札

読 ３る幌

料

実

定従を上場該の

。市

当は習施

に事管、合講

格てす該、初場

合し轄

選ので

しいる警抽日所

も察署に午行

たる警察

８。

備の署によ前う

警
で備出受時

員に提り

あえす講

て講こをか

っるる者分

交行算家の

、習と決ら

定

午習付うし公検

ら講

る３委に

後修す。て安
会格

時考。年員合

６了

則た

でを上規し

ま査以
る５

す施あ第者

と実で

格以

合。

。、者号

るし

任西ー

責日条テ日

者下

講）丁札）

者月１ジ月

ら２ら

習か目幌か

８－

日６日

のの

でで

まま

））

金金

２ 日

定

委 規

安 に

。公 項

る道

員

長 備

員 警

委 る

会 す

員

万 育

田 教
導

潮 指

金 ）北（
送 、区

料 講北

と 円習７
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